
・全体の進捗としては、静岡県境から約１キロの地点まで掘削工事が進められています。
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この「まちづくりニュース」は、

新幹線新駅の誘致とツインシティの

まちづくりの情報をお知らせするも

のです。

＜今回お伝えしたいこと＞

★リニアと倉見まちづくりの関係性

★他地区の事例紹介（講演）を踏ま

えた倉見地区まちづくりの方向性

リニア中央新幹線の開業が倉見地区にもたらすもの

～神奈川県（仮称）駅の工事進捗状況～

リニア中央新幹線が全線開業すると・・・

現在「のぞみ」が担っている「長距離輸送」の役割がリニア中央新幹線に移行する！！

東海道新幹線新駅設置の可能性が高まる新駅設置の可能性が高まる

※新横浜駅－小田原駅間は現在東海道新幹線で２番目に長い

駅間距離（約５１．２キロ）

👈👈 今年度絵画コンクール寒川町長賞受賞作品

開業目途は最短で����年

長距離輸送のメインがリニアになると…と…今まで新幹線が担ってきた役割は？は？

※※中距離の輸送力を強化する必要がある！

町の見解

長距離輸送のメインがリニアになると…と…今まで今まで新幹線が担ってきた役割

中距離中距離の輸送力を強化する必要がある！
「ひかり」「こだま」の停車駅を増やすなど、

駅新設工事 掘削部分



東海道新幹線新駅誘致地区周辺まちづくり連絡協議会

幹事向け講演会を開催しました

第３回役員会、第２回幹事会の開催概要

背景

目的

今後

・１１月２日（水）開催の第３回役員会では、次回幹事会で行う講演会の内容確認及び今後の進め

方についての意見交換を行いました。

・１１月２８日（月）開催の第２回幹事会では、近隣自治体におけるまちづくりの進め方について

の講演会、今後の進め方についての意見交換を行いました。

今回の講演会開催について

① 検討段階で住民から出た意見

①は藤沢市慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス周辺で進められて
いる「健康と文化の森地区」まちづくりにおける検討資料
②はいずみ野線延伸の実現に向けた検討会資料(H24)より引用

新駅を中心とした新たなまちづくりが検討されている藤沢市の
「健康と文化の森地区」では、事業手法が決められ、エリアが確定
しており、事業実施に向けた準備会組織が立ち上がっている。

倉見地区のまちづくりに類似した事例について勉強することで、
今後の見通しが明らかになるなど、取り組み方についての情報共有、
理解を深めることに結びつけたい。

まちづくり案を具現化するため、土地利用を実現するための事業
手法などの検討について、皆さまと意見交換していきたいと考えて
おります。

② いずみ野線延伸計画

倉見地区と同じく、新駅周辺のまちづくりを進めている「藤沢市健康と文化の森地区」におい

て、事業協力している昭和（株）に講師を依頼し、「まちづくりへの住民参加」について同地区の

実例を交えて講演していただきました。町ではこうした先行事例を十分参考にしながら、引き続

き地元の皆さまとまちづくり案の具現化に努めてまいります。

地区の概要と現況

【講師より】 まちづくりの進め方のポイントについて

【町より】 倉見地区における今後の進め方について

土地利用計画（案） ・いずみ野線延伸に伴い新設

予定の「Ｂ駅」を中心としたま

ちづくりを進めている。

・新駅を中心に、農地と市街地

が混在しているという意味で

は倉見地区と近い部分がある。

・図を用いた説明だけになると、どうしても多くの人にはイメージができず伝わりにくい。

どのような将来像になるのか、イメージができるよう※ᵡᵥ や ᵴᵰ を活用していくことも効果的。

・土地利用やゾーニング、事業計画の検討を行う上では「まちづくりに関する知識の向上」を図

ることが必要になる。

・将来像のイメージ共有が概ねできれば、次はより具体的なまちづくりの検討が必要であり、

その上で最も重要なのは「検討組織の立ち上げ」になってくる。

・県内の他事例を見ても、もし土地区画整理事業として進めるならまちづくりには民間企業等

の協力が欠かせない。

・健康と文化の森地区のように、今後はまちづくり案を具現化できるよう効果的な情報発信

を行い、地元の皆さまとの話し合いを続けていきたいと考えています。

藤沢市「健康と文化の森地区」

におけるまちづくりの進め方について

※藤沢市健康と文化の森地区土地区画整理準備会 まちづくりニュース第３号より引用

※まちづくりの将来像がイメージできるコンピュータ・グラ

フィックスや仮想現実（バーチャル・リアリティ）

各ゾーンのイメージ
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講演会での主なご意見と

講師による見解（お答え）をご紹介します

【 まちづくりに関するご意見をお寄せ下さい 】
ご質問・ご意見等がございましたら、お気軽に下記までご連絡ください。

担当の職員がご自宅にお伺いするなどし、説明をさせていただきます。

寒川町 拠点づくり部 倉見拠点づくり課

6'.：������������（内線７４１）� �(#:：������������

ホームページ ��JVVR���YYY�VQYP�UCOWMCYC�MCPCICYC�LR

メール：M�M[QVGP"VQYP�UCOWMCYC�MCPCICYC�LR

主な質疑応答

【質問】「健康と文化の森地区」は７～８年で土地利用計画の

作成に至っているが、倉見地区は今から間に合うのか。

《回答》 新駅の設置が決まらないと具体のまちづくりを検討するのは難しい。市街化区域と調整

区域が混在しているところも難しい部分になるが、長年協議してきたベースがあるので、新たな協

力者を掘り起こしながら協議のテーブルを整えることができれば十分可能だと思います。

【質問】「健康と文化の森地区」が土地区画整理事業という事業手法を選択するに至った経緯は。

《回答》 他の手法の場合、民間の手に委ねられる部分が多くなり計画が進まなくなる可能性が

ある。市街化区域への編入にあたっては公的な事業でなければ認められないことが多いため、

住民の皆さまのご理解・ご協力を得ながら、現在は土地区画整理事業として仮同意まで取得してい

る状況となります。

まちづくりニュースの

バックナンバーはこちらから

都市計画道路倉見大神線【（仮称）ツインシティ橋】の

都市計画変更スケジュールについて

まちづくりニュースの

バックナンバーはこちらから

今年度絵画コンクール寒川町長賞受賞作品

都市計画素案説明会

都市計画審議会

都市計画案の申出

１月１３日

１月１５日

Ӽ月１Ӿ日

Ӳ予 定Ӵ

２～３月

Ӳ予 定Ӵ

（都）倉見大神線は、ツインシティ大神地区土地区画整理事業区域内（平塚市）で令和４年度

の完成を目指して進められていますが、当該区間の完成後は引き続き、橋りょう部区間（（仮

称）ツインシティ橋）に事業着手するため令和５年度中の都市計画変更を目指しています。

実施済


